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:¥Tumerous articles have been published concerning factors related to the prognosis of 

gastric carcinoma. MACDONALo3> and SwYNNERTON7> among others presented evidence show-

ing that both resectability and curability of gastric carcinoma increased in proportion to the 

duration of the disease symptoms. 

In the present study, all in-patients who were operated for gastric carcinoma in 

Kobe :VIunicipal Kosei Hospital during 1963～68, were followed. 

From a statistical analysis of the case notes, it has been suggested that the duration 

of symptoms is one of the significant factors in prognosis and bears some relation to re・ 

sectability and curability. 

まえがき

胃癌lζ対する治療方針は，早期発見による早期治療

であることは一般に異論のないとζろであり，このこ

と：；.手術予後と手術術式あるいは胃癌の Stageとの

関係を示す多くの統計的観察からもうかがい知ること

ができる1)2). しカ〉し＇）J計三山18川、では，ときにはllS¥¥J明

手術の忠者でも予想外の長命を保ち，反対に早llJJ1fil~i

と思われる患者が案外早く再発死亡することを経験

し，予後の判定の困難さを痛感するととも少なくな

い.:¥1cdυ川 ld3lは，早期発見が必ずしも良結果をもた

らすとは断言ーできず進行癌にも良好な予後を期待する

チャンスは同じようにあるとし，予後の判定にはむし

ろ術前の病悩期間の長短こそ必要であると主張してい

る．そ乙で，われわれば，乙の点について検討するた

ふう，癌手術後患者の Follow-upを行ない，次のような

観察を行た

材料と研究方法

神戸市立厚生病院外科において，胃癌のため胃切除

術をうけ，術後5年間の追跡調査が可能であった30例

につき，術後の予後と病↑前期j聞の関係を統計的lと観察

しt:.

統計lζ：；，比較的類似の症例群において観察できる

ように，一定の条件のもとに忠者を泣んだ．そして各

群において術前1年未満の病悩期間をもつものと， 1

年以上の病悩期闘をもつものにっし｝て，術後の生存期

間と生存率を比較した．

忠者を選ぶ条{tiニは次のようにした．

(1) 胃切除可能例と不可能例



胃1必手H~後の予後l乙対する病悩期間の意義について

12) 胃錨 StagefilNのもの

(3) 50才以下と50才以上の症例群

(4) 術後5年生存例

(5) 術前1年内外l乙検査を受け，胃癌の存在を否定

された例

病悩期間は，入院時の病歴で，あきらかに本症と関

係があると思われる訴えの発生から手術｜時までの期間

とした．

結 果

追跡調査を行なった30例全例について無条件に予後

と病悩期闘を調べると図のようになる．この図から見

ると，明らかに， 1年以上の病歴をもっ群の方が， 1

年未満の群lζ比べて予後がよいことがわかる．しかし

この統計は患者の状態，胃癌の状態などの考慮がない

のでζれらを考慮lζ入れて，前lζ述べたように，比較

的類似条件にある患者について観察し，同じことがい

えるかどうかを調べた．
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図1 30例全例における病情期間と予後の関係

(1) 胃切除可能群と不可能群

ここに挙げた胃切除例はすべて非治癒胃切除例であ

る．又胃切除不可能群とは試験開腹lζ終った例であ

る．図から見ると，胃切除可能例群では l年以上の病

歴のものに生存期間の長いものが多い． 一方宵切除不

可能例lζは術後1年以上の生存例がないのはもちろん

であるが，術前lζ1年以上の病歴をもったものが1例

もない．すなわち試験開腹例の病歴はすべて手術前 1

841 

年以内tc始まり，術後も 1年以内lζ終っている．
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図2 胃切除可能例と不可能例における病悩期間

と予後の関係

( 2) III, IV期胃癌群

胃癌研究会の分類による StagefilNのものを選び出

し観察した．同じような Stageにある症例でも， 病歴

の長短lζより術後の生存率lζ差があり，したがって病

悩期間が予後の良否lζ関係があるように見える．たと

えば， l年未満の病悩期間群は術後4年以上の生存が

なく．反対に1年以上の病悩群には5年以上の生存者

があり，全体としても生存率がよい．
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図3 J[, N期胃脳君？における病悩期間と

予後の関係



8-!2 日・外・宝第38巻 ffi6号 1/l71fll」｛1JC11月）

I 3) 若年者群と高令者群

50才未満を若年者， 50才以上を高令行とし，そのお

のおのの群について観察しだ．乙の図で，若年者の場

合3年以上の生存例はなレ力、しかし乙の 3年間の生

存率は，若年者の 1年以上の病悩群の方が高令者の 1

年未満病悩群を凌駕している．
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図4 若年者群と高令者群における病ti当期間と
予後の関係

。ω才以上ム50才以下

( 4) 術後5年生存群

22例の胃切除症例のうち， 4例 (19°0）に5年生存

をl忍めだ．この4例のうち 3例は 1年以上の病悩期聞

をもち，さらに興味深いのはこの l年の経過にもかか

わらず，手術時の所見ではなおおtag1・ I にとどまって

いたことである．

図5 5年生存例
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-.......... I 年令 I性 病悩j明日目 I Sta 
患者名

rd. U. 55 女 5 年ー ][ 

T. 0. 女 i 1 年 I 

Y. N 61 I男 1 I 

T. K わ7 女 i 2カ月 11 

( 5 ) 術前1年の検査で癌を否定された群

胃全切除術を受けた2例と試験開腹l乙終った l例に

おいて，偶然にも術前 1竺一~_1下lく身f七検査を交：ナ，同

痴を否定さ・j,>: l'ilドJ 、：γ ；·＇＝·乙の場 ：~，検者lとより検

ftのL＇；~；iU ＇工が ）＇11なるか，少なくとも一般レントゲン検

査等で目lζとまるほどの所見ではなく，更に注目すべ

きは，その 1年後lζ行なわれた手術時にはすでにI＼川

にあり，胃全切除術あるいはま式験開腹術（（.終らねばな

らないほど胃痛．が進んでいたということである．この

ことは，これらの症例の場合には，円癌の進行が速か

ったことを示すものといえよう．

図6 術前1～：.！｛f'の検査で胃癌の
存右を否定された症例群
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｜需ii61検査方法｜｜手術術式 1s附 i~存期首
症例｜期 間｜ • I 

l年｜胃透視試験開腹 I¥ 17日

2 I 2年 i 開腹術胃全切除体J ][ ！」カ月

3 I 1年 ｜胃透視 ii'1,J全切削crl IV 5カ月

考 按

胃胞の術後予後lζ影響を与える 1つの要因として術

前の病悩期間が挙げられ，これと術後生存率との関係

についての報告が多くなされている4l5l. Balfou仰は，

長期の病悩期聞をもつものほどその予後もよいという

統計的観察を報告し，丸山川町山川氏 Truelov巴7）も，胃

切除可能例の5年生存率を調べ，病悩期間6ヵ月以下

が7./0ム同じく 6ヵ月～2年で36.－！%，同じく 2年以

上では54.2%と病悩則闘が延長するにつれ， 5年生存

率も高くなることを発表している．また，われわれが

こζlζ挙げた統計でも， 1年以上の病情期間をもつも

レu:J～1年以下のものに比べて5年生存の可能性が大
であることを示している．患者の訴えは個人lとより異

なり， したがって医師を訪れる 11!1＇機にも個人差があ
り，また胃11:.・;o)j!f i ji岳！＇i.発生場所によっても差があ

るととは，病悩期間との関係を調べる統計では充分考

慮に入れる必要があるが，その分析はともかくとし

て.IW州内な予後決定には，病悩期間の長短もその目

安のーっとして考慮に入れられるべきであろう．

このように症例により府の；並行［ごift速があるかの如

くにみえることに対し， 山、nnertけn& Tnwlc川 .7）は

引けれー日1川、川日 Carcinomaの（r'(1ギ・u1.1・，仁し，またBrcつkes

8）は， これを1阿川、OJ抵抗力の差によると考えている．

また Barber4l等は，病悩期間の長いものは胃潰療等の

良性な病変が癌化したもので， JL¥li化以後の増殖速度に

は差がないのではないかといっている．しかし，いず

れの統計でも，患者の病悩期間の長短が予後の良否l乙

関係があるととでは一致している．しかしながら，わ
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れわれは，これをもって早期治療を否定するものでは

決してない．乙ζlζ挙げた症例でも，主訴発生より短

時日で手術不能になった例があり，痕の進展を制禦す

る要因がなお不明である現代，むしろ癌は急速に発育

するものであると考え，早期発見，早期治療を目標に

すべきであろうと考えている．しかしこれらの統計か

らみるとき，不幸にして発見が遅れても，癌の進行の

如何によっては，手術後かえって良好な予後を期待し

得るとも考えられ，必ずしも悲観するにあたらないと

いえるのである．

結 三五
ロロ

胃癌手術例の5年追跡調査を行ない，その統計的観

察から，病悩期関の長さが術後の予後を予見する上IC

重要な要素であり，病歴の長いものほど術後の予後も

よく，生存率の高いことを示している．

稿を終るにあたり，京都大学外科第1講座本庄一夫教授の

御校闘に感謝する．

第104回近畿外科学会において発表した．
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